
「岡山県内の新規就農を語る～定着のために必要なコト～」

令和7年2月27日（木）

中国四国農政局岡山県拠点

令和６年度新規就農者との意見交換



13:30開催前に、以下の３点について御留意願います。

1. 意見交換中は、マイクとカメラをオフに願います。

2. 音声が聞こえないなど技術的問題があった場合、チャット
欄にてご連絡下さい。

3. 参加登録時の「事前質問」や本日開催中の「質問」は、可
能な範囲で盛り込んでまいります。なお、一部は対応でき
ないこともありますので、その旨ご容赦願います。

令和6年度新規就農者との意見交換会
「岡山県内の新規就農を語る～定着のために必要なコト～」



令和6年度新規就農者との意見交換会
「岡山県内の新規就農を語る～定着のために必要なコト～」

【本日の進め方：１３：３０～１５：３０】※時間配分は目安です。

１．開催挨拶（約5分） 中国四国農政局 岡山県拠点 地方参事官 中村

２．新規就農等への支援（約30分）
農政局からの説明

中国四国農政局 経営・事業支援部 経営支援課長 濱崎様
岡山県からの取組説明

岡山県 農林水産部 農産課 担い手育成班 総括参事 山田様

3. 新規就農者からの発表（約30分）
もも生産者（総社市） 本澤 康雄(ほんざわ やすお)様
ぶどう生産者（吉備中央町） 清水 仁章(しみず ひろあき)様
もも・ぶどう生産者（赤磐市）國安 千尋(くにやす ちひろ)様

４．意見交換（ディスカッション）（約50分）
○新規就農時の取組

農地・住宅確保、資金、技術習得、販路確保、地域との関わり方 等
○定着までの取組

技術向上、農業経営（コスト削減）、機械・施設整備、販路拡大 等
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新規就農までのアプローチ例（イメージ案）

就農決意 ⇒ 具体的な準備にアクション！

家族との相談
（移住の判断）

・ライフスタイル
・働き方、交流
・資金、住居
等

農業体験
（研修等）

・品目、面積
・技術、経営、

交流 等

生活体験
（一時滞在）

・住環境、役
場、買物、
学校、病
院、交通等

就農のきっかけ（食や農への想い、働き方など）

事前に考えておく３つの視点！

就農に向けた情報収集
（住環境、品目・農地、収入等）

ネット
情報

相談
機関

定着のために
必要なコト！

農地・住宅確保

資金確保

技術習得

地域との関わり

技術向上

機械・施設導入

経営改善

販路確保

➎アクションその１

➏アクションその２

➍
２



新規就農時の取組

國安さん（もも・ぶどう）
赤磐市

清水さん（ぶどう）
吉備中央町

本澤さん（もも）
総社市

・義母が農作業が出来なく
なったこと等

・農業の将来性
・自分の時間確保（自由度）

・子供の頃から農業に関心１ きっかけ

・各種作業 技術等 の情報・各産地への見学
・就農セミナー等に参加

・各県のアンテナショップ
・新・農業人フェアに参加

２ 情報収集

・即決意・２年間
・家族（妻）に相談

・５年以上
・家族 祖父、父、妻 に相談

３ 検討期間、家
族との相談等

・義母から経営継承
・他産地への訪問なし

・各産地を訪問
説明会、講習会などに１０
回程度

・県内５地域を訪問
（週末利用で１年半）

４ 訪問地・回数
地域との関わり

・もも、ぶどう・もも、ぶどう・もも、いちご５ 検討した品目

・もも１００ 、ぶどう１０
（農地は義母から継承）

・住宅は、就農前に別地区
で所有

・ぶどう５６
（農業公社に相談し、研修

ほ場を借入）
・当初は町から研修用宿舎、
その後に中古住宅を購入

・もも２１０
（農地は農地バンクを介し

借入）
・住宅は市の紹介を受け、
借家

６ 農地・住宅
の確保

・自己資金：約１００万円
・融 資：なし

・自己資金：約８００万円
・融 資：約３５０万円

・自己資金：約１，０００万円
・融 資： 約２００万円

７ 資金の確保
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定着までの取組

國安さん（もも・ぶどう）
赤磐市

清水さん（ぶどう）
吉備中央町

本澤さん（もも）
総社市

・基礎技術：三徳園
・専門技術：三徳園
・その他：近隣農家

・基礎技術：受入農家

・専門技術：農業公社
・その他：ＪＡ部会や三徳園

・基礎技術：生産組合
・専門技術：生産組合
・その他：生産組合員

８ 技術習得
技術向上

・乗用草刈機（新規）
・軽トラ（中古）
・乗用薬剤散布機（新規）

・乗用草刈機（新規）
・軽トラ（中古）
・防除機（新規）

・かん水設備（新規）
・乗用薬剤散布機（新規）

９ 機械・施設の
導入（実例）

・三徳園
・農作業体験や鳥獣対策等
で地域と交流

・ で女性農業者と交流

・１～３年は農業公社
・４年目以降はＪＡ部会
・草刈り、消防団、祭りのほ

か近隣住民との懇親会

・生産組合員や若手後継
者クラブ（県内）

・地域の草刈り、溝掃除、
地域からの依頼対応

相談先

地域との関わり

・機械化で効率化を目指す・安価な資材に切り替え。
・自らが、防護柵等を設置

・製品化率を上げて、収入
の向上

コスト低減など
経営努力

・ＪＡ出荷、地元の産直市、
スイーツ店

・桃フリーズドライ（試作中）

・ＪＡ共販出荷で安定販売
・お世話になった方へ贈答
用として販売

・主にＪＡ出荷
・生産組合の方針の下、
首都圏以外に販路拡大

販路確保
（今後の予定

含む）

・桃一筋を目標に、小さな事
から頑張ります

・生涯を通して、自分の甲斐
性で出来る仕事

・高品質な白桃を普及し、
知名度を上げる

今後の展望

・収入面や技術などの不安
はあるが、まず就農への
一歩を踏み出してほし い！
そのために、就農研修は
必須！

・就農には、一定の体力、
忍耐力が必要！

・検討には、時間が大事で、
勢いも必要！

・近くに相談できる人がいた
方が安心できる！

・農業や田舎暮らしへの
家族の理解！

・一定額の自己資金は必ず
確保しておくこと！

・夢の実現には、我慢するこ
とも必要！

就農を目指す
人へのメッセ
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ご清聴ありがとうございました

• 「参加者アンケート」へのご回答をお願いします

• 「岡山県拠点メルマガ」への受信登録をお願いします<(_ _)>

（URL：https://forms.office.com/r/fq3kUsWxkV） （URL：https://forms.office.com/r/d09Y9LbXXd）

中国四国農政局岡山県拠点


